
２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

二
号
、
第
三
号
、
第
六
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
の
使

用
を
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
を
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、

添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

廃
止
措
置
対
象
施
設
の
敷
地
に
係
る
図
面
及
び
廃
止
措
置
に
係
る
工
事
作
業
区
域
図

一

廃
止
措
置
期
間
中
に
機
能
を
維
持
す
べ
き
設
備
及
び
そ
の
機
能
並
び
に
そ
の
機
能
を
維
持
す
べ
き
期
間
に

関
す
る
説
明
書

二

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理
に
関
す
る
説
明
書

二

核
燃
料
物
質
等
に
よ
る
放
射
線
の
被
ば
く
管
理
及
び
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
関
す
る
説
明
書

三

廃
止
措
置
中
の
過
失
、
機
械
又
は
装
置
の
故
障
、
地
震
、
火
災
等
が
あ
つ
た
場
合
に
発
生
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
事
故
の
種
類
、
程
度
、
影
響
等
に
関
す
る
説
明
書

三

廃
止
措
置
の
工
事
上
の
過
失
、
機
械
若
し
く
は
装
置
の
故
障
又
は
地
震
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
が
あ
つ
た

場
合
に
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
事
故
の
種
類
、
程
度
、
影
響
等
に
関
す
る
説
明
書

四

核
燃
料
物
質
に
よ
る
汚
染
の
分
布
と
そ
の
評
価
方
法
に
関
す
る
説
明
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

五

廃
止
措
置
期
間
中
に
機
能
を
維
持
す
べ
き
使
用
施
設
等
及
び
そ
の
性
能
並
び
に
そ
の
性
能
を
維
持
す
べ
き

期
間
に
関
す
る
説
明
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

六

廃
止
措
置
に
要
す
る
費
用
の
見
積
り
及
び
そ
の
資
金
の
調
達
計
画
に
関
す
る
説
明
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

七

廃
止
措
置
の
実
施
体
制
に
関
す
る
説
明
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

八

品
質
保
証
計
画
に
関
す
る
説
明
書

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類
又
は
図
面

四

前
三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
）

第
六
条
の
三
の
二

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
三

法
第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
廃
止
措
置
計
画
の

変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

二

工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

三

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

一

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

四

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

２

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、変
更
後
に
お
け
る
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
軽
微
な
変
更
）

（
廃
止
措
置
計
画
に
係
る
軽
微
な
変
更
）

第
六
条
の
四

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
た
だ
し
書
の
原
子
力

規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
設
備
又
は
機
器
の
配
置
の
変
更
で
あ
つ
て
、
法
第
五
十
七
条
の

五
第
二
項
の
認
可
又
は
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
変
更
の
認
可
に
係
る
申

請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
に
記
載
さ
れ
た
放
射
線
遮
蔽
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
を
大
き
く
し
な
い
も

の
そ
の
他
使
用
施
設
等
の
保
全
上
支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

第
六
条
の
四

法
第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
た
だ
し
書
の
原
子
力

規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
設
備
又
は
機
器
の
配
置
の
変
更
で
あ
つ
て
、
法
第
五
十
七
条
の

六
第
二
項
の
認
可
又
は
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
変
更
の
認
可
に
係
る
申

請
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
に
記
載
さ
れ
た
放
射
線
し
や
へ
い
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
を
大
き
く
し
な

い
も
の
そ
の
他
使
用
施
設
等
の
保
全
上
支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
基
準
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
基
準
）

第
六
条
の
五

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四
項
の
原
子
力
規
制
委
員

会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
廃
止
措
置
が
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
に
よ
る
災

害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
六
条
の
五

法
第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四
項
の
原
子
力
規
制
委
員

会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
廃
止
措
置
が
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
に
よ
る
災

害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
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